
基本設計概要
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産業支援棟エリア
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■設計コンセプࢺ

配置計画 平面計画

構造計画

立面計画

設備計画

1㸧駅前通ࡾ連続ࡋた緑地空間を活す前面広場

「㸧側ఫ居ࡢ生活環境配慮ࡋた駐車場配置

」㸧産業支援棟一体感を持たせた建物配置

1㸧利用者ࡢ使いやすࡉ配慮ࡋたࣘニࢨࢹࣝࢧ࣮ࣂン

「㸧開館時間ࡢ違い配慮ࡋたセࣛࢸࣜࣗ࢟ン

」㸧動線を集約ࡋたわࡾやすい構成

1㸧耐震性能

࣭建築基準法࡛求めࡿࢀࡽ建物耐力ࡢ 1.「5 倍以ୖ

ࠋますࡋ建物ࡿ強度を有すࡢࠉ

「㸧基礎計画

ࠋますࡋ杭基礎ࡿす砂礫層ࠖを支持層ࠕ࣭

࣭杭種別ࡣ既製コンࢺ࣮ࣜࢡ杭ࠊࡋ液状

ࠋますࡋた設計ࡋ十分配慮ࠉ

」㸧ୖ部架構計画

࣭高いフࣞࢩ࢟ビࣜࢸを確保すࣟࡿンࣃࢫࢢン

ࠋますࡋ鉄骨純࣮࣓ࣛン構造ࡿを実現すࠉ

࣭南西面ࡣプࣞ࢟ャࢺࢫ R（ 壁ࠊࡋ意匠壁兼

ࠋますࡋた構造部材ࡡࠉ

1㸧産業支援棟軒を揃え一体感ࡢあࡿ外観

「㸧伊吹山系や⍇⍈湖ࡊࡉࡢ波をࡋࢪ࣮࣓た外観

」㸧居場所をࡘくࡿ多様࡞外壁形状

1㸧電気設備

࣭照明器具ࡣ高寿࣭省電力࡞ LE） 器具を採用ࡋますࠋ

࣭各種セン࣮ࢧ㸦人感࣭昼光等㸧ࠊタ࣮࣐等ࡿࡼ点灯

ࠋますࡋ配慮࣮ࢠ行い省エネࣝ制御を効果的ࠉ

࣭ኴ陽光発電設備を設置ࡋますࠋ

「㸧機械設備

࣭空調熱源ࡣ電気ࡢࢫ࢞ベ࣑ࢺࢫッࢫࢡ手法を採用ࡋますࠋ

࣭ኳ井ࡢ高い図書館エࣜࡣ床ୗ空調ࡾࡼ࣒ࢸࢫࢩ効率的

ࠋ空調を行いますࠉ

࣭冬季ࡢኳ井付近ࡢ暖まࡗた空気ࡢ利用やࠊ夏季ࡢ地中熱利用

ࠋますࡾప減を図ࡢ空調負荷ࡾࡼࠉ

学ぶ喜びを見ȷけɞこȻȟȺȠ、ȭȶȻ居たくなɞ｢居場所」をȷくɝまȬ

ኴ陽光発電設備空調熱源ࡢ電気㺔㺼ｽࡢ㺫㺼ｽﾄﾐ㺍㺖ｽ

地中熱利用 床ୗ空調࣒ࢸࢫࢩ

高ࡢࡉ揃ࡗた 軒ࡢࡘ」

伊吹山系応すࡿ

屋根形状

タ࣮ンࣃ外壁ࡢ波ࡊࡉ

ﾊ㺼ﾗ㺻ｽࡢ良い

避難階段配置

開館時間ࡢ違い

配慮ࡋた管理ﾗｲ㺻

動線を集約ࡋた

わࡾやすい構成

視認性ࡀ高く

一体感ࡢあࡿ配置

圧迫感࣭日影影響

ప減ࡢ

駅前通ࡾ連続

街路樹ࡢ連続
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屋根形状

高ࡢࡉ揃ࡗた 軒ࡢࡘ」
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地中熱利用

」階平面図

「階平面図

1階平面図配置図 床ୗ空調࣒ࢸࢫࢩ
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